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	日時：平成15年５月７日（水）　18時00分～20時00分
	場所：静岡がんセンター中央カンファレンスルーム3．4（３F）
	出席者：
	議事
	（１） ４月の迅速審査報告
	・臨床研究の実施について（迅速審査）    6件
	①　骨髄非破壊的前処置療法を用いた同種造血管細胞移植に関する研究
	②　腹膜転移を有する進行胃がんに対する5‐ＦＵ持続静注療法（5-Fuci）vsMTX+5‐FU時間差療法による第Ⅲ相試験
	③　ポリープ切除の大腸がん予防に及ぼす効果の評価と内視鏡検査間隔の適正化に関する前向き臨床試験
	④　胃原発Aggressiveリンパ腫に対する非外科的治療のfeasibility study
	⑤　切除不能または再発胃がんに対する5‐FU持続静注（5‐Fuci）療法/ S-1単独（S-1）療法による第Ⅲ相試験
	⑥　胃原発Low-grade　MALT（mucosa-associated　lymphoid　tissue）　Lymphomaに対する非外科的療法の多施設共同研究


	（２） 臨床研究の実施について（委員会審査）
	【新規申請】
	①　短期（治療後5年以内）がん生存者を中心とした心のケア、医療相談等のあり方に関する研究がん体験者の悩みや負担等に関する実態調査
	②　ジェムザール注射用200ｍｇ・1ｇ使用成績調査（膵癌）
	③　TAK-453-SRの各種癌患者における癌性疼痛を対象とする高用量投与試験（第Ⅲ相）（TAK-453-SR/OCT-001）
	④　TAK-453-SRの各種癌患者における癌性疼痛を対象とする長期投与試験（第Ⅲ相）（TAK-453-SR/OCT-002）



